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今月の
表紙
「良き相棒から良きライバルに」

ご意見募集！
　広報誌を良くしていくために皆様からのご意見を募集しています。また、ご意見と一緒に10ペー
ジのクイズの答えを一緒にお送りいただくと、正解した方の中から抽選で3名様に日南町の特産品お
よそ1,000円分をプレゼントいたします。
送り先：〒689-5292　日南町霞800番地　日南町役場　企画課　広報担当
手紙、葉書に①住所②お名前③電話番号④クイズの答え⑤ご感想･ご意見をご記入の上、企画課まで郵送またはお持ち
込みください。皆様からのご応募お待ちしています！（※メールでは受けつけておりませんのでご注意ください。）

久代　実和さん
くしろ みわ

くしろ みわ しまやまたまき

７月号は高校１年生の久代実和さんと島山環さんの夢をご紹介します。

将来の夢は？
今テニスを本気で頑張っているの
で、引き続き練習を頑張り、イン
ターハイに出場したいです！

将来の夢は？
将来は旅行会社で働きたいで
す。世界の文化に興味があるの
で、海外に行って体験しながら
学び、お客様に合わせて様々な
ツアーを提案できるツアーコー
ディネーターになりたいです。

辛かったことは
出来ていたことが出来なくなった
り、伸び悩んだりした時が辛かっ
たです。顧問の先生にアドバイス
をもらい乗り切りました。

辛かったことは
ラリー中、自分にボールが集まることが多く、ミスした
ときは辛かったです。気持ちを整理し、打てるときは
しっかり打ちきることを心がけ乗り切りました。

2人の印象に残っているところは
久代さんは、苦しいことでもニコ
ニコと練習するところ、島山さん
は、苦手なことをコツコツ努力す
る姿が印象に残っています。

久代さんの頼もしい所
守備範囲が広いところです。そして、いつもポジティブな
ので、心が折れそうなときに何度も助けてもらいました。

２人へ一言
一日一日の練習を大切にし、ソフトテニスを通じて成長し
て、大きな人間になってください！頑張ってください！

島山さんの頼もしい所
プレーが粘り強く、競った試合でも最後まで諦めずにプ
レーしてくれるところです。いつも笑顔なところ、優し
いところが好きです。　2人は、2歳から同じ保育園に通い、小学校4年生

からソフトテニス部に所属。中学校卒業まで長年
ペアを組んできました。中学校の頃には中国大会に
出場する等の活躍をみせましたが、別々の高校に進
学。２人ともソフトテニスを続けており、良き相棒
から良きライバルとなりました。

渡部　充哉 教諭

中学時代の担任･顧問

（現在湊山中学校）

（左）島山　環さん　（右）久代　実和さん
しまやま くしろ みわたまき

島山　環さん
しまやま たまき

わたなべ みちや



自治会長のみなさん　　（敬称略）

地域 自治会名 会長名

河上 長谷部　昇

宮内 高見　正司

矢戸 青葉　誠也

上三栄 大柄　司

三栄 三森　一

丸山 渡邉　祐策

霞 木下　正紀

生山 山本　裕二

茶屋 坪倉　幹也

笠木 青砥　文章

福寿実 古都　好治

佐木谷 木村　正史

福万来 若月　一夫

阿毘縁 阿毘縁 生田　享也

折渡 粟田　英機

宝谷 佐藤　俊作

印賀 古都　純孝

菅沢 小澤　美知弥

萩原 安達　聡樹

多里 山内　崇史

上萩山 福原　實

湯河 坪倉　容一

新屋 﨏田　邦男

下石見 山本　美明

中石見 渡邊　貞行

上石見 吉澤　晴美

神戸上 難波　豊治

花口 住田　和人

三吉 中村　里司

福塚 山岡　由夫

神福上 和田　伸之

神福下 中村　英雄

豊栄 西村　耕基

※本誌は写真つきで掲載させていただいています。

福栄

日野上

令和３年度　　お世話になります

山上

大宮

多里

石見
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特集   みんなでつくる明るい地域

～自治組織・まち協の取り組み～

みんなでつくる明るい地域

　昨年度、各まち（むら）づくり協議会では、地域の皆さん自らが考え、地域の将来像を明らか
にし、その実現に向けて方向性や事業計画を定めた５ヵ年計画を策定いただきました。今年度か
らは、この計画に基づき実行していきます。
　町では、昨年度よりまち協事務局体制の強化のため、集落支援員交付金を大幅に拡充したほ
か、まち協独自に活用できる交流活動活性化交付金を交付しています。また、今年度から地域が
必要とする人材を地域組織・団体が事業主体となって誘致する取組を支援することによって、地
域課題の解決と地域の活性化につなげる取り組みに対しても交付金を交付することにしているほ
か、地域の実情に応じた地域おこし協力隊の活用も検討しています。
　特集では、町内各まち（むら）協議会の本年度の体制と５ヵ年計画を抜粋して紹介します。

会長

七瀬　英夫

日
野
上
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

事務長

松本　智子
集落支援員

安達　茂樹

浅野　康紀（教育課）　　
中嶋　玄大（企画課）
尾古　真依（住民課）
倉光　祐希（住民課）

地域担当職員

会長

坪倉　幹也

山
上
ま
ち
づ
く
り
の
会

事務長

山本美砂緒
集落支援員

島山　健治

島山　圭介（企画課）
出口　真理（福祉保健課）
木谷　仁美（総務課）
宮口　紗奈（企画課）

地域担当職員

会長

榎尾　稔正

多
里
ま
ち
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く
り
推
進
協
議
会

事務長

秋末　道江
集落支援員

下本　隆司

長崎　司朗（福祉保健課）
宇田　聖子（住民課）
三好　千春（農林課）
坪倉　昂平（住民課）

地域担当職員

会長

田辺　次良

大
宮
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

事務長

西村　幸治

古川　則仁（農林課）
都田　慎也（建設課）
田淵　九大（建設課）
浅川　里恵（福祉保健課）

地域担当職員

会長

吉澤　晴美

石
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

事務長

中村美由紀
集落支援員

長澤　　均
集落支援員

安達　静香

森田　正明（建設課）
金田　研吾（教育課）
今川　公博（企画課）
新田　智香（住民課）

地域担当職員

・防災、防犯対策の推進
・子育て環境の整備
・交通手段の利便性の検討、分析
・健康講座の開催

・日野上イチョウイベントの安定的な運営
・石霞渓の整備、観光客対応の充実
・花いっぱい運動で明るい地域づくり
・コミュニティ支援員の確保

・自治会との連携、連絡調整
・地域おこし協力隊制度の活用
・文化伝統行事の伝承活動
・活動や情報の発信・紹介

健康で安心安全に暮らせる
地域づくり

豊かで楽しく暮らせる充実した
地域づくり

活発で持続可能な
地域づくり

安全に暮らすために
令和３年度事業計画

楽しく暮らすために

健康で安心・安全に暮らせる地域づくり 生き甲斐のある楽しい地域づくり

・防災訓練の実施
・防災マップの見直し
・土砂災害警戒区域内の避難所問題の検討

支え愛ネットワーク事業

「山上地域振興センター」おおくさ荘
への移転を検討、各地域の意見集約

アンケート調査（組織改革）
・専門部の統合を検討
・自治会とまち協のあり方

・山上版放課後子ども教室
・日南町コミュニティースクールへの参画

・若者が集まる会を企画する。
・婚活の応援

・自治防災の強化、避難訓練の推進､
　交通安全対策の推進
・地域住民の同士での声掛け、見守
　り運動の推進
・各講座の推進

・地域マーケットの検討・検
　証・準備
・地域の困りごと調査・検討
・自治体弱体化への対策協議
　の継続

・大倉花水木ロード事業の管理運営
・自然環境の保全
・若者を含めた生涯学習、交流活動
　への支援
・地域文化･郷土芸能･歴史の伝承

自治防災・生活安全の推進 豊かな自然環境・文化・歴史
の保全と支援

・農業､林業､事業所等､地域資源の
　活用による産業振興
・若者の人材､後継者の育成
・自治会への情報提供､連絡調整

地域産業・資源の利用推進と
自治会活動の支援

・たたら文化の保存活動
・鳥大連携・講座開催
・5ヵ年計画作成委員会
・体育関連事業

総務学習部

・防災訓練の実施
・危険箇所の見回り
・避難訓練、自営消防支援

防災部

・印賀土手桜の整備
・グループ活動団体の支援
・収穫祭
・農業体験　・特産品開発

産業環境部

※５か年計画は今年度中に策定

防災・支え愛活動

百歳体操 見守り活動

防災訓練と防災体制

地域福祉の構想

・民泊の宿泊受け入れ開始
・人材確保､　人材育成
・継続的に空き家をDIY等で
　改修を行い、拠点を作る

地域経済

民泊 法人立ち上げ（農）

まちづくり研修視察

空き家の活用･DIY教室活用

・自然資源の保護と活用の両立･
　エコツーリズムの推進
・ガイドプログラム作成
・サイクリングガイドの育成

自然活用

星・化石・ノジュール

オオサンショウウオ

ガイド養成講座の開催

・100歳体操までの人たちの
　体操など地域のニーズを探す｡
・地域組織・団体の活動を支
　援し育成を図る
・YouTube教室の実施

生涯学習・社会教育

青少年育成 団体育成

幼児教育支援（ニキッズ）

伝統芸能の伝承
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・100歳体操までの人たちの
　体操など地域のニーズを探す｡
・地域組織・団体の活動を支
　援し育成を図る
・YouTube教室の実施

生涯学習・社会教育

青少年育成 団体育成

幼児教育支援（ニキッズ）

伝統芸能の伝承
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特集   みんなでつくる明るい地域

会長

松田　　正

福
栄
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

事務長

蘆尾紗也香
集落支援員

長谷川千明
集落支援員

橋上　耕治

集落支援員

山本　明裕
集落支援員

足羽　　覚
集落支援員

智下えり子

西田　耕一（建設課）
山田　祐志（農林課）
村田　瑞穂（教育課）
田中　美咲（建設課）

地域担当職員

会長

生田　享也

阿
毘
縁
む
ら
づ
く
り
協
議
会

事務長

藤原　幸子
集落支援員

遠藤　一男
集落支援員

福馬　一夫

牧　　恭平（企画課）
高柴　博昭（教育課）
塚田　尚矢（福祉保健課）　
前田　彩乃（福祉保健課）

地域担当職員

現状と課題
　①大雪、大雨、台風後の巡回・点検
　②高齢者宅等の除雪体制の整備
　③買い物支援
計画目標
　①自衛消防団による巡回･点検と報告
　②除雪機を活用した除雪
　③移動販売の活用

現状と課題
　①地域内外の人が気軽に立ち寄れる場
　　所の提供
　②地域産物の高付加価値化
　③環境美化活動
計画目標
　①あげそげカフェの充実・継続
　②特産品開発
　③花木の植栽

現状と課題
　①集会所の管理
　②まなび宿阿毘縁環境整備
　③地域内共助交通の構築
計画目標
　①集会所の管理、改修
　②草刈、清掃の実施
　③地域共助交通の構築

安全・安心に暮らすために 楽しく豊かに暮らすために 生活インフラの整備

地域資源の有効活用 生活インフラの整備 楽しく豊かに暮らすために

◎地域の現状と課題
・地域資源の有効活用ができていない
・生活に必要な民間サービスが無くな
　る危機感
◎目指す福栄の姿（目標）
・地域住民が集える場所づくり
・地域外との交流の場として活用
・既存サービスの活用と持続

◎地域の現状と課題
　携帯電話が繋がらない場所がある
◎目指す福栄の姿（目標）
　福栄全域で携帯電話が繋がるようにする｡

現状と課題
・保育園、公園が地域内にない。
・世代間交流の出来る場が少なくなった｡
・各種会議や地域行事に参加する人の減少｡
目指す福栄の姿（目標）
・世代間交流の場所と機会をつくる。
・幅広く効率的な組織体制を整える。

　まち協の取り組みは、持続可能な地域を目指すための取り組みであり、住民
の皆さんのひとりひとりの活動で成り立っています。地域と町が一緒になっ
て、みんなでまちづくりに取り組んでいきましょう。
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　日南町では、町民の皆様の新型コロナウイルスワクチン接種を高齢者等の接種
から進めてまいりました。この度、12歳以上の皆様の接種を７月10日から開始
いたします。
　対象の方には個別通知を送付していますので、接種を希望される方は、事前に
インターネットまたは電話でご予約ください。

7　  広報にちなん令和３年７月

受付場所：健康福祉センターほほえみの里　接種場所：日南病院

「新型コロナウイルスワクチン集団接種」
12歳以上の接種が始まります！！

1
2
3
4

接種日 予約枠

受付期間
60歳以上優先予約

６月28日㈪～

６月30日㈬

７月１日㈭～

７月７日㈬

６月30日㈬
７月５日㈪～

７月７日㈬

一般予約

１回目 ２回目セット

７月10日㈯
７月11日㈰
７月17日㈯
７月18日㈰

７月31日㈯
８月１ 日㈰

８月７ 日㈯

８月８ 日㈰

①
②
③
④
⑤
⑥

８：30～
９：00～
９：30～
10：00～
10：30～
11：30～

午前
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

13：00～
13：30～
14：00～
14：30～
15：00～
15：30～

午後

予約方法

電話

インターネット

★日南町ホームページからアクセスしてください
　（https://www.town.nichinan.lg.jp/)
①トップページ
　　↓
②緊急情報
　　↓
③「新型コロナウイルスワクチンの接種について」
　※必要事項を入力しご予約ください。
　「接種券番号」とはクーポン券のこの番号です。
　※24時間受け付られるのでおすすめです。

10桁の番号

★インターネット予約が困難の方は電話をご利用ください。
健康福祉センターほほえみの里（役場福祉保健課）
電　　話：０８５９ー８２ー０３７４
受付時間：８時15分から17時まで

おすすめ!!

主任保健師

予約方法

日程表

ホームページ予約の
QRコードはこちら



看護の心をみんなの心に

　車イスの書彩家の高橋俊和さん（日南町出身、倉

吉市在住）の企画展「輝魂展」が日

南町美術館で開催されました。左足

を使って書道に励む高橋さんの力強

い書は、多くの人を魅了して止みま

せん。オープニングセレモニーで

は、高橋さんへのインタビューおよ

び、書家の山田美鈴さんとの書道パ

フォーマンスの映像が公開されまし

た。インタビュー内で高橋さんは

「いろいろな人の協力で活動できて

いる。これからもよい作品を書いて

個展を開きたい」と話されました。

まちの話題まちの話題

　５月12日の「看護の日」に因み、日南病院で看護に

まつわるパンフレットなどを配布する活動が行われま

した。活動に参加した内田優依看護師は「新型コロナ

ウイルス感染症対策のため、以前のようなイベントを

行うことはできませんで

したが、ご家族も含めて

地域の皆さんに、日南病

院が行っている取り組み

について知ってもらう

きっかけとなれば」と話

されました。

　国や公共へ、優れた功労のあった方に対して国から

贈られる勲章を、石川賢さん（中石見）と三森不二夫

さん（霞）が受章されました。

　石川さんは平成18年に日南町監査委員として就任さ

れてから、３期12年にわ

たって代表監査委員を務

められました。地方自治

に尽力された功績により、

旭日単光章を受章されま

した。

　三森さんは平成元年か

ら４年間旧山上小学校長

を、平成10年から４年間

日南町教育長を歴任され

ました。町の教育活動の

発展に大きく貢献された功

績により、瑞宝双光章を受

章されました｡

　５月21日、28日に伝

達式が行われ、中村英明町長より長年のご尽力への敬

意と感謝の言葉が贈られました。

　にちなん保育園・山の上保育園の年長児13人が

前田農園（前田昭彦さん：霞）で田植え体験を行

いました。この体験は「自分たちが田植えをし、

見守ってきたお米を自分たちで食べるという体験

をしてほしい」という前田さんの思いから実現し

ました。子どもたちは初めての田植えや、田植え

機の乗車を体験し、「手で植えるのが楽しかっ

た」「大きくなるのが楽しみ」と生き生きとした

様子で感想を話しました。

魂が輝く書道展　開催

５

12初めての田植え体験
５

18

㊗ 旭日単光章、
瑞宝双光章を受章！

５
21･28

　3月25日に福島県

でスタートした東京

オリンピックの聖火

リレーが5月21日～

22日の2日間、鳥取

県内で行われました。

新型コロナウイルス

感染症対策として規模を縮小した中での開催で、淺田夏光さん（上石

見）、上田雅明さん（印賀）、細川卓也さん（三栄）他3名（町外）が

快走されました。日本海新聞ふるさと大賞2020スポーツ功労賞の受賞

者でもある淺田さんは、第一走者を務め、「緊張したけど、自分が

思ったより楽しく走れたので良かったです」と話されました。

平和・団結・友愛シンボル
聖火をつなぐ

５

21

  広報にちなん令和３年７月　  ８

うちだ ゆい

ちな

まえた あきひこ

みつもり ふじおいしかわまさる

たかはし としかず

やまだ みすず

21
５

21
６

13～

なかむら ひであき

あさだ なつき

うえだ まさあき ほそかわ たくや

三森不二夫さん

石川賢さん



日南町の産業について学ぶ

　日南小学校５年生が、日南町の産業を学ぶ「総合的

な学習の時間」で林りんご園（林冨實代さん：阿毘

縁）を訪れ、摘果作業を体験しました。児童は1年生

の時にも摘果作業やシール貼り等を体験しており、懐

かしがりながら作業を行いました。作業後は阿毘縁地

域振興センターへ移動し、林さんからりんご園の歴史

や栽培方法、雹被害の体験等の話を、真剣なまなざし

で聞きました。今後も袋掛けや収穫作業を通して学び

を深める予定です。

　「農大生のための日南町農家巡りツアー」（日南

町産業振興センター主催）が行われ、鳥取県立農業

大学校（倉吉市関金町）の学生８名が参加しまし

た。このツアーは、今年度農業研修生として入社し

た３名が同学校の卒業生だった縁をきっかけに開催

されました。学生らは、坪倉農園（福万来）、

（農）エコファームHOSOYA（茶屋）、（株）エイ

ト（阿毘縁）、（株）ファームイング（印賀）の４

か所を訪れ、農業に対しての生産者の思いや最新技

術を肌で感じる体験となりました。

５

29
５

26

　森林等の二酸化炭素の削減量・吸収量を認定し売買を可能としたJ-

クレジットが、令和３年度も多くの企業に契約していただいています。

令和３年４月１日～６月10日の間で右記の通り11件の契約が行われ

ました｡

　今後も日南町では販売収益をもとに、林業振興や環境保全、生態系

の維持を行っていくこととしています。

J-クレジット令和3年度も多くの企業にご契約いただいています

　晴天のもと、にちなん中国山地林業アカデ

ミーの学生・講師併せて19人が、体力づく

りのための大山登山を行いました。開校以来、

毎年行われており、今年度は地域貢献活動と

して、大山自然歴史館の矢田貝繁明館長の指

導のもと、背負ってあがった砂利を使い、大

山8合目の登山道の修復作業も行いました。入学生が増え、例年より全員での活動の機会が

少なくなっている中で、団結を深める活動となりました。

林業アカデミー学生　大山の頂上へ
６

３

まちの話題まちの話題

９　  広報にちなん令和３年７月

J-クレジットの購入と共に「道の駅 SDGs行動宣言」を行った
㈱サクセスのセレモニーの様子（道の駅にちなん日野川の郷にて）

4月19日

4月20日

4月21日

4月23日

4月28日

5月17日

5月24日

5月25日

5月25日

5月25日

5月27日

㈱Ｄ・Ｉ・Ｐ

中村建設㈲

㈱サクセス

㈲藤原建築工務店

㈲白石商事

カルネコ㈱（ＳＢパワー㈱）

㈱中海テレビ放送

㈱佐伯建設

㈱竜建

Ｌ物流㈱

㈱ケイズ

農大生が日南町の農家を巡る

やたがい しげあき

はやし

ひょう

ふみよ

（敬称略）



※前号の答え　③北海道

連絡先　教育委員会　82-1118　　コーディネーター荒金 敏文　携帯 080-5232-7712

　日南町は林業の町とも言われ、多くの方が林業関係の仕事をされています。

さて日南町面積のうち森林が占める面積は約何パーセントでしょうか。

①48％　　②68％　　③88％

クイズ 森林編

　昨年から学校行事が、中止や延期になり、児

童・生徒たちは残念な気持ちで、学校生活を送っ

ていることと思います。そういった中、小学校で

は全校遠足（日野上方面）を５月に実施しました。

友だちと協力しながら、クイズを解いたり、力を

合わせて丸太切り競争をしたりしました。友だち

同士、楽しくコミュニケーションがとれていたよ

うで、やっぱり子どもたちには、様々な体験が必

要だなと感じました。

　可能な限り学校外でも様々な体験活動をしてほ

しいとの思いから、いろいろな方々に声をかけさ

せていただいています。特に木育などは、自然を

相手にたくさんの体験ができます。時には「火」

を使うかもしれません。危ないからダメではなく、

その大切さや扱い方を指導していただく事によっ

て、子どもたちは生きる知恵を経験から学んでい

きます。今まで出来なかった事を経験すれば、素

晴らしい財産が得られるのです。

　５月27日には、小学１年生が生活科の授業で、

楽しんで私にクイズを出してくれました。次回、

その様子をこのコーナーでお知らせしたいと思い

ます。

【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

地域コーディネーターだより

丸太って
切るのは
大変だなあ。
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相
手
に
し
た
体
験
活
動
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。
小
学
校
低
学
年
で
は

「
生
活
科
」
を
、
小
学
校
中
学
年
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
は
、
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
、
高
校
で
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
中
心
に
し
て
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
は
、
保
育
園
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
社
会
教
育
で
も

い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
し
、
新
鮮
な
「
も
の
・
こ
と
・
人
」
と
出
会
う
こ
と
に
よ
り
、
じ
げ

の
よ
さ
に
気
付
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
を
学
習
し
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
協
働
的
な
活
動
と
す
る
た
め
に
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
話
す
力
も
育

成
し
ま
す
。

　ま
た
、
社
会
人
は
に
ち
な
ん
町
民
大
学
・
生
涯
学
習
講
座
・
人
生
学
園
、
各
ま
ち
（
む

ら
）
づ
く
り
協
議
で
の
生
涯
学
習
講
座
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
生
涯
学
習
を
中
心
に
し
て

実
施
し
ま
す
。
日
南
町
と
い
う
地
域
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
だ
り
、
調
べ
た
り
す
る

こ
と
で
、
人
と
の
接
点
が
生
ま
れ
、
新
し
い

よ
さ
や
課
題
を
見
つ
け
る
活
動
と
な
る
の
で

す
。　こ

う
し
た
「
日
南
学
」
は
、
日
南
町
に
お

け
る
地
域
資
源
の
活
用
と
地
域
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め

の
学
問
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
づ
く
り

の
１
つ
で
す
。

　次
回
は
、
具
体
的
な
「
日
南
学
」

P
a
r
t
２
を
掲
載
し
ま
す
。

92
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

「
日
南
町
の
子
ど
も
の
教
育
在
り
方
検
討
会

　
答
申
」
に
み
る
社
会
教
育
（
そ
の
３
）

にちなん町民大学
「日南の魅力を世界に発信しよう」

　
今
月
は
、
「
持
続
可
能
な
『
ふ
る
さ
と
』
日
南
を
創
る
こ
と
」
の
た
め
の
方
策
の

目
玉
と
な
る
「
日
南
学
」
P
a
r
t
１
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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今
回
は
質
問
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
お
答
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
最
近
、
畑
の
周
り
を
ピ

ン
ク
の
テ
ー
プ
で
囲
ん
で
い

る
人
が
い
る
が
、
あ
れ
は
効

果
あ
る
の
か
？

　
ピ
ン
ク

テ
ー
プ
と
は
、

上
の
写
真
の

よ
う
な
測
量

テ
ー
プ
や
識

別
テ
ー
プ
の

名
称
で
販
売

さ
れ
て
い
る

商
品
で
、
最
近
は
獣
害
対
策

商
品
と
銘
打
っ
て
販
売
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
結
論
か
ら
言
う
と
、
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
。
九
州
の
方

で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
と

５
年
く
ら
い
前
に
は
聞
き
及

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー

プ
を
張
っ
て
獣
害
対
策
す
る

と
ブ
ロ
グ
で
書
い
て
い
た
農

家
さ
ん
が
多
数
い
ま
し
た
が
、

も
は
や
見
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
ピ
ン
ク
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
イ
ノ
シ
シ
で
あ
れ
ば
赤
系

統
の
色
は
黒
っ
ぽ
く
見
え
て

い
る
の
で
、
ピ
ン
ク
色
だ
か
ら

効
果
が
あ
る
と
い
う
の
は
間
違

い
で
す
。
こ
の
テ
ー
プ
で
効
果

が
あ
る
な
ら
、
黒
い
帯
紐
で
も

緑
の
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
も
効
果
が

あ
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
も
の

で
侵
入
を
抑
止
で
き
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
な
い
で
す
よ
ね
。

　
今
ま
で
何
も
な
か
っ
た
農
地

に
、
見
慣
れ
な
い
テ
ー
プ
が
あ

る
こ
と
で
、
動
物
が
警
戒
す
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
効
果
は
一
時
的
な
も

の
で
す
。
見
慣
れ
て
し
ま
え
ば
、

簡
単
に
突
破
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
周
囲
に
電
気
柵
を
設

置
し
て
お
ら
れ
る
方
が
い
て
、

電
線
に
触
れ
て
痛
い
経
験
を
し

た
動
物
で
あ
れ
ば
、
こ
の
テ
ー

プ
で
も
警
戒
す
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
逆
に
こ
の
テ
ー
プ
に

触
れ
て
痛
く
な
い
こ
と
を
学
習

し
た
動
物
は
電
気
柵
を
見
て
も
、

た
だ
の
紐
だ
と
考
え
て
電
線
に

触
れ
ず
に
潜
り
込
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
電
気
柵
の
効

果
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
個
人
的
に
は
こ
の

テ
ー
プ
の
設
置
は
ま
っ
た
く
お

ス
ス
メ
し
ま
せ
ん
。

　
広
島
県
の
鳥
獣
被
害
対
策
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ピ
ン
ク
テ
ー

プ
内
に
首
を
突
っ
込
む
シ
カ
の

画
像
が
あ
り

ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
れ

ば
ご
覧
く
だ

さ
い
↓

獣害対策
最前線

謎の
ピンクテープ
日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る
手
話
。

鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か

け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー

ス
で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
４
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

７
月
18
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

場

　所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
研
修
室

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

７
月
の
日
程

人差し指を人に見立
てて人が腰を曲げお
じぎをする様子

その3つの動作の後
におじぎをする手話
をプラスする。

「
挨
拶
」

おはよう
（朝、起きる）

グー

こんにちは
（昼）

チョキ

こんばんは
（夜、暗い）

パー

で覚えよう！

電気料金が契約変更で安くなる？

vol.８

ル
ブ
ラ
ト
者
費
消

福田登代子 相談員お問い合わせ先 ８２－１１１２ 【役場住民課】消費生活相談窓口 

怪しいと思ったら、すぐ、決めず、相談を！

【アドバイス】

●平成28年に電力の小売り自由化となり、電力会社が選べるようになりましたが、電話勧誘や
　訪問販売での契約トラブルも起きています。
●勧誘された会社と契約をする時は、必ず会社名や所在地、連絡先を確認しましょう。
●電気の検針票は、簡単に見せたりせず慎重に扱いましょう。
●電話勧誘や訪問販売で契約をした時、契約書を受領後８日以内であればクーリングオフができます｡
●「安くなる」と言われても、契約内容をよく確認して慎重に検討しましょう。

【事例】自宅に電話があり大手電力会社のようにかたり、「契約を変更すれば電気料金が安
くなる」と言われた。安くなるのはいいと思い話を聞き、検針票に記載してある番号を聞か
れたので伝えた。後日、書面が来るようだが、内容がよくわからず不安だ。

電話勧誘・訪問販売トラブル
本
当
に
安
く
な
る
？
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　８
０
５
０
問
題
は
、
社
会
の
超
高
齢

化
と
「
（
い
わ
ゆ
る
）
引
き
こ
も
り
」

の
増
加
に
よ
り
社
会
問
題
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
80
は
80
歳
代
の
親
で
、

50
は
50
歳
代
の
子
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

高
齢
に
な
っ
た
親
と
中
年
の
引
き
こ
も

り
の
子
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
に
起
こ
り

が
ち
な
困
難
の
こ
と
で
す
。
引
き
こ
も

り
は
、
以
前
は
子
ど
も
や
若
者
の
問
題

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
長
期
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
支
え
て

き
た
親
が
次
第
に
齢
を
と
り
、
世
帯
収

入
の
減
、
健
康
不
安
、
病
気
、
介
護
な

ど
の
要
素
が
重
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し

て
さ
ら
に
困
難
を
抱
え
た
家
庭
に
陥
り

第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

７
月
の
人
権
相
談
・
行
政
相
談

第
２
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
の
夢
」

　
　
　
　
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ド
ラ
マ
鑑
賞

日

　時

　７
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会

　場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

講

　師

　吉
田 

章
一
さ
ん

　
　
　
　（
日
南
小
学
校
校
長
）

　世
界
中
で
た
く
さ
ん
の
人
々
が
暮
ら

し
の
中
の
喜
び
を
歌
を
通
し
て
分
か
ち

合
っ
た
り
、
歌
か
ら
困
難
を
超
え
る
勇

気
を
得
た
り
、
痛
み
を
癒
さ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
「
歌
の
な
い
人
生
は
あ
り

え
な
い
」
と
語
る
吉
田
講
師
と
人
権
を

支
え
る
歌
の
持
つ
力
を
考
え
ま
す
。

　事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

　時

　７
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
９
時
〜
12
時

会

　場

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
予
約
は
不
要
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
出
張
弁
護
士
な
ん
で
も
相
談
」
も

同
日
午
後
２
時
〜
４
時
ま
で
あ
り
ま
す
。

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

「
ノ
ー
ソ
ン
グ
・
ノ
ー
ラ
イ
フ
」

Vol. 148

電話８２－００７６
ﾌｧｸｽ８２－０１１０

【
次
回
予
告
】

〜
８
０
５
０
問
題
を
考
え
る
〜

「
被
差
別
部
落
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

〜
生
徒
・
保
護
者
・
教
師
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
会
い
か
ら
〜

ま
す
。
引
き
こ
も
り
の
原
因
は
様
々
な

の
で
、
一
様
な
解
消
方
法
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
の
引
き
こ

も
り
の
方
は
近
く
１
０
０
万
人
を
超
え

る
と
見
ら
れ
て
い
て
、
長
寿
化
に
伴
い

最
近
は
９
０
６
０
問
題
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。　ド

ラ
マ
は
高
齢
夫
婦
と
、
職
場
で
の

つ
ま
ず
き
が
も
と
で
引
き
こ
も
り
に

な
っ
た
中
年
の
子
と
の
世
帯
が
舞
台
。

近
所
の
引
き
こ
も
り
経
験
の
あ
る
男
性

が
経
営
す
る
喫
茶
店
で
老
母
と
若
い
母

が
出
会
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
で
こ
う
し
た
困
難
を
持
つ
家
庭
を
支

え
る
機
運
が
生
ま
れ
、
引
き
こ
も
っ
て

い
た
子
が
も
う
一
度
、
外
の
社
会
に
向

け
て
歩
き
始
め
ま
す
。
一
つ
の
解
消
策

と
し
て
「
地
域
共
生
社
会
」
の
進
展
を

提
示
し
て
い
ま
す
。
引
き
こ
も
り
の
早

期
に
子
の
背
中
を
押
せ
る
人
、
偏
見
を

持
た
ず
、
そ
の
家
庭
に
関
わ
っ
て
い
け

る
人‥

。

　誰
か
を
支
え
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、

自
分
も
ど

こ
か
で
誰

か
に
支
え

ら
れ
て
い

る
は
ず
で

す
。

　伊
田
講
師
は
、
長
ら
く
兵
庫
県
立
高

校
の
定
時
制
・
普
通
科
で
教
師
を
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
退
職
後
Ｕ
タ
ー
ン
さ

れ
、
行
政
相
談
委
員
や
人
権
教
育
推
進

員
な
ど
の
行
政
関
係
の
仕
事
や
多
分
野

で
の
社
会
奉
仕
、
文
化
活
動
に
力
を
注

い
で
お
ら
れ
ま
す
。

　講
座
で
は
、
兵
庫
県
で
の
教
員
生
活

の
間
に
出
会
っ
た
方
々
、
特
に
被
差
別

部
落
に
関
係
す
る
方
々
と
の
出
会
い
と
、

出
来
事
、
そ
こ
か
ら
感
じ
た
こ
と
学
ん

だ
こ
と
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て

の
お
話
が
実
体
験
か
ら
得
た
見
識
で
あ

り
、
私
た
ち
が
経
験
と
し
て
、
あ
る
い

は
、
実
感
と
し
て
持
ち
得
て
い
な
い
も

の
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、
参
加
者
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ
よ
う

に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
都
市
部
の
在
日

朝
鮮
人
の
方
々
と
の
こ
と
な
ど
も
含
め
、

こ
れ
か
ら
も
機
会
を
と
ら
え
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
３
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

 広報にちなん令和３年７月　  12

講
師

　伊
田 

哲
朗
さ
ん
（
下
石
見
）

〜
人
生
に
歌
を
〜
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避難に関する情報が変わりました

避難指示で必ず避難
令和３年５月20日から

避難勧告は廃止です

警戒レベル

４
ひ な ん し じ

ひ な ん か ん こ く

　災害対策基本法が改正となり令和３年
５月20日から「避難勧告」は廃止されまし
た。これに伴い「警戒レベル４」は「避難
指示」だけになります。
　新しい避難に関する情報は表のとおりと
なります。
危険なところにいる、避難に時間がかかる
人は「警戒レベル３」高齢者等避難で、そ
の他の人も「警戒レベル４」避難指示で全
員避難してください。
避難する場所は避難所または安全な親戚／
知人宅・安全なホテル／旅館など普段から
どこに避難するか決めておきましょう。
　また、浸水が想定される場所で
　①家屋倒壊等氾濫想定区域に入っていない
　②浸水深より居室が高い
　③水がひくまで我慢でき、水・食料などの備えが十分
の条件を満たせば屋内で安全確保が可能な場合もあります。
浸水ハザードマップをもとに慎重に判断してください。
ただし、土砂災害の危険がある場合は立ち退き避難が原則です。

【問い合わせ先　総務課　８２―１１１１】

※１ 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず
　　 発令される情報ではありません。
※２ 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。
※３ 警戒レベル３は、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の
　　 準備をしたり、危険を感じたら自主的に避難するタイミングです。



 広報にちなん令和３年７月　  14

□日 ・日時　□場 ・場所　□内 ・内容　□定 ・定員　□申 ・申込み　□問 ・問合せ　□対 ・対象者

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　きこえない・きこえにくい人のコミュニケーショ

ン支援を行う手話奉仕員を養成するため、講習会を

開催します。

□内 ⑴実技　⑵聴覚障害者福祉等に関する講義

□対 きこえない・きこえにくい人等の福祉に理解と

　  熱意を有する方（高校生以上）

〇受講料：2,000円（テキスト代別途）

〇受講申込方法：郵送、FAX、申し込みフォーム　

　申し込み先着順で定員になり次第締め切りとし、定
　員を超えた場合、受講経験のない方を優先とします｡
〇受講申込締切：8月31日（火）必着

手話奉仕員養成講習会受講者募集募集

　日南町では、まち（むら）づくり協議会、自治

会、集落等が管理する集会所・公民館・公会堂で避

難所として位置付けている、もしくは整備を行い避

難所として位置付けようとしている施設を整備・改

修するための費用の一部を補助します（ただし、土

砂災害特別警戒区域にある施設は対象となりませ

ん）。申請には補助金交付要望書等を提出していた

だく必要がありますので、詳しくは下記連絡先にお

問い合わせください。補助金交付の有無は8月中旬

ごろにお知らせいたします。

日南町避難所改修整備事業について

日南町チャレンジ企業支援補助金をご存じですかお知らせ

　日南町では、新しいことにチャレンジする企業を支援しています。令和3年度から新たに加

わった・廃止した補助事業もありますのでお気軽にご相談ください。

※１事業者につき各補助事業メニュー１回の上限を撤廃しています。ただし、同一事業で申請する場合、補助

　金の交付から３年経過かつ、目標達成した場合に利用することが可能です。

※その他要件がございます。詳しくはホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

自衛官採用説明会は、7月11日（日）10：00～12：00、役場防災会議室にて行います。資料をご要望の

方や、自衛官採用制度についてのご質問がある方は是非説明会にご参加下さい。

お知らせ

　基本的な労働関係法令等の学習機会を提供し、労働者・経営者間の紛争防止を図ることを目的として労働

セミナーを開催いたします。(※求職活動中の方は証明書を準備しますので、申込時にお知らせください。)

□日 ７月20日（火）14：00～15：30

□場 米子市立図書館2階研修室(米子市中町8)にて（定員25名　※要申込み、完全予約制）

□申 ・□問 鳥取県中小企業労働相談所 みなくる米子（平日9：00-17：30）TEL：0859-31-8785

労働セミナーの開催について（参加料 無料）お知らせ

防衛省では、各種自衛官を募集していますお知らせ

□問 日南町商工会TEL：82-0145　役場企画課TEL：82-1115　E-mail：s0200@town.nichinan.lg.jp

□問 自衛隊米子地域事務所　TEL：0859-33-2440

□問 役場総務課　TEL：82-1111

（1）起業・事業承継支援（上限200万円～下限10万円　補助率1/2）

（2）異業種参入支援（上限50万円～下限10万円　補助率1/2）

（3）新製品開発支援（上限50万円～下限10万円　補助率1/2）

（4）経営改善支援（※事業内容によって上限額が異なります。）

（5）事業承継経営強化支援（上限10万円～下限2万円　補助率1/4）

（6）法改正対応支援（上限50万円～下限2万円　補助率1/2）

（7）コロナ感染症対策支援（上限100万円～下限10万円　補助率2/3）

★補助事業メニュー★

18 歳以上 21 歳未満の方

７月１日（木）から

　10 月 27 日（水）まで

11 月６日（土）7 日（日）

受験資格
募集期間

試 験 日

１. 防衛大学校(一般)
18 歳以上 21 歳未満の方

7 月 1 日（木）から

　9 月 9 日（木）まで

9 月 20 日（月）

２. 航空学生
18 歳以上 33 歳未満の方

7 月 1 日（木）から

　9 月 6 日（月）まで

9 月 18 日（土）

３. 一般曹候補生
18 歳以上 33 歳未満の方

7 月 1 日（木）から

　9 月 3 日（金）まで

9 月 18 日（土）

４. 自衛官候補生

集会所等の建替･新築

集会所等の改修

補助率

助成内容

要望期限　7月30日（金）まで

助成の対象

２／３以内

２／３以内

交付限度額

１，０００万円

３００万円

□問 鳥取県中部聴覚障がい者センター  TEL：0858-27-2355

会場 日時 定員受講期間

20名

9月14日～

令和4年2月22日

毎週火曜日(21回)

米子コンベン

ションセンター

(米子市末広町294)

19：00～
　20：30

他

｢農林産物加工販売支援｣､

｢打って出る農林産物加

工品販路拡大支援｣は令

和３年度から廃止になり

ました｡ご注意ください｡
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（令和３年５月16日～令和３年６月15日受付分）

令和３年５月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,984 （−  5）  ■人 口  4,353 （ −  5）
■    男 2,066 （−  5）  ■　  女  2,287 （＋  2）

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 

平　野　瑠　衣　   絵里香　　　湯　河

ご誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

15　  広報にちなん令和３年７月

　最近は、直接見聞きする事象は少なくなっている「部

落差別」ですが、インターネット空間を中心に歪曲され

た差別が継承、拡大されています。「過ぎた日のこと」

ではないのが実情です。月間をきっかけにもう一度、部

落差別について考えてみてください｡

お知らせ ７月 10日（土）～８月９日（月）は
「部落解放月間」です。

か
っ
こ
うお

ん
り
い
っ
さ
い

て
ん
ど
う
む
そ
う

わ
ざ

わ
す
れ
な
ぐ
さ

山　形　晃　平　　　　　　　　下石見
(髙野) 　　　結　　　　　　　　三　栄

る い

龍　田　登美江　　 90歳　　　 上萩山
遠　藤　千 枝　　 90歳　　　 菅　沢
山　形　許　子　　 90歳　　　 花　口
原　　　正　韶　　 90歳　　　 三　栄
福　田　芳　秋　　 94歳　　　 神戸上
久　代　琢　己　　 88歳　　　 印　賀
久　代　常　子　　 99歳　　　 神戸上
足　立　千代子　　 94歳　　　 丸　山
花　倉　美佐子　　 92歳　　　 豊　栄

　犯罪や非行、再犯を防止し、また、刑を終え

た人の立ち直りを支えて明るい社会を目指す運

動です。地域の力で犯罪、非行、再犯のない安

心・安全な町を目指しましょう。

お知らせ ７月は「社会を明るくする運動」
の強調月間です。

鳥取
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　“森の貴婦人”と呼ばれるアサギマダラが船通山頂上付近

で７月～８月の間だけ見ることができるのをご存じですか。

　アサギマダラとは、日本で唯一海を渡る蝶と言われてお

り、台湾から和歌山県、沖縄県から福島県へと最長2000キロ

にもおよぶ旅をします。暑さや寒さに弱く、約20℃前後の地

域を辿って移動するため、夏に北上し、秋に南下します。

　また、雄が雌を誘うために欠かせないフェロモンの材料と

なる特定の植物（スナビキソウ・フジバカマ・ヨツバヒヨド

リ等）の開花前線を追いかけて

旅をするとも言われています。

　謎も多く、飛行を誘発する刺

激要因や、羽化後10日程の寿命

と言われている中でどうして世

代をまたいで北上・南下するの

か、小さな体でどうして2000キ

ロを飛ぶことができるのか、海を渡っている間の餌や休憩

はどうしているのか等、研究が行われています。多き謎も

人を魅了する所以かもしれません。

多里まちづくり推進協議会 TEL 84ｰ0151問

「森の貴婦人が訪れる場所　船通山」

「
食
べ
る
の
大
好
き
」

「
家
族
大
好
き
」

　家族の輪の中にいるときが一番楽しそうで、
中でもお父さんと遊ぶことが好きです。
　最近ではお兄ちゃん二人の遊びの中にも入っ
ていこうとしており、成長を感じます。
　ティッシュを一枚ずつ出してポイポイするこ
とや、音の鳴るおもちゃやボール遊びに興味
津々です。
　「いろんな方に愛される優しい子に育ってほ
しいな」とご両親。

　食べることが大好きで、好き嫌いなく何で
も食べてくれます。おかわりをねだることも
あり、可愛いです。
　本を引っ張り出して遊んだり、散歩をした
りすることも好きです。つかまり立ちから手
を離し、10秒くらい立っていることがあり、
成長に驚きました。
　「とにかく元気で楽しく過ごしてほしい
な」とご両親。

令和２年４月21日生まれ令和２年４月21日生まれ
　（父） さん　（母） さん　（父）晋也さん　（母）成美さん

せいやせいやふくもとふくもと

福本　誠弥 くん【  】福本　誠弥 くん【 霞 】
令和 年 月 日生まれ令和２年３月９日生まれ

　（父）雅広さん　（母）悦美さん　（父）雅広さん　（母）悦美さん

りんますだ

増田　  琳 さん【 神福 】増田　  琳 さん【 神福 】

アサギマダラとフジバカマ
2016年７月28日撮影（船通山）

飛行距離イメージ図

協力、写真提供：新田浩志さん（遊四季多里）


